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厚生労働省労働基準局長

（公印省略）

労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行について

労働安全衛生規則の 部を改正する省令（平成27年厚生労働省令第30号。以下「改正

省令Jという。）が平成27年 3月 5日に公布され、平成27年 7月 1日から施行すること

とされたところであるが、その改正の趣旨、内容等については、下記のとおりであるの

で、その施行に遺漏なきを期されたい。

百己

第 1 改正の趣旨

足場からの墜落・転落災害の防止については、平成21年 6月に労働安全衛生規則（昭

和47年労働省令第32号。以下「安衛貝lj」とし寸。）を改正し、足場、架設通路及び作

業構台（以下「足場等」という。）の墜落防止措置等の見直しを行ったところである

が、当該見直しに係る労働災害防止の効果等を検証し、必要な対策について更なる推

進を図る必要があるとの観点から、専門家による「足場からの墜落防止措置の効果検

証・評価検討会j （以下「検討会Jとし寸。）において、足場からの墜落・転落災害

の防止対策の検討が行われてきた。

今般、検討会において足場からの墜落・転落災害の防止対策について報告書が取り

まとめられ、その結果を踏まえ、足場等からの墜落・転落に係る労働災害防止対策の

強化を図ることとし、所要の改正を行ったものである。

第 2 改正の要点

1 特別教育の追加（第36条及び第39条関係）

事業者が労働者に特別の教育を行わなければならない業務に、足場の組立て、解体

文は変更の作業に係る業務（地上又は堅固な床上における補助作業の業務を除く。）

を追加することとしたこと。

2 架設通路に係る墜落防止措置の充実（第552条）

( 1 ）改正省令による改正前の安衛則（以下「旧安衛則」としづ。）第552条第 1項第

4号イでは、事業者は、墜落の危険のある箇所には、設備として高さ85センチメー

トル以上の手すりを設けなければならないこととされているところ、高さ85センチ

メートノレ以上の手すり又はこれと同等以上の機能を有する設備（以下「手すり等j



という。）を設けなければならないとととしたこと。

( 2）安衛則第552条第 1項第4号では、事業者は、墜落の危険のある箇所には、手す

り等及び高さ35センチメートル以上50センチメートル以下の桟〉くはこれと同等以

上の機能を有する設備（以下「中桟等」という。）を設けなければならないことと

されているが、作業の必要上臨時に当該設備を取り外す場合において、次の措置を

i存じたときに、適用しないこととしたこと。

① 安全帯を安全に取り付けるための設備等を設け、かっ、労働者に安全帯を使用

させる措置又はこれと同等以上の効果を有する措置を講ずること。

② ①の措置を講ずる箇所には、関係労働者以外の労働者を立ち入らせないこと。

( 3 ）事業者は、作業の必要上臨時に手すり等又は中桟等を取り外したときは、その必

要がなくなった後、直ちに取り外した設備を原状に復さなければならないこととし

／ここと。

( 4）労働者は、 ( 2）の場合において、安全帯の使用を命じられたときは、これを使

用しなければならないこととしたこと。

3 鋼管足場に使用する鋼管等について（第560条関係）

( 1 ）旧安衛則第560条第 1項では、事業者は、鋼管足場に使用する鋼管については、

日本工業規格A8951（鋼管足場）に定める鍋管の規格（以下「鋼管規格」という。）

又は同項各号に定める材質等に適合するものでなければ使用しではならないこと

とされているところ、鋼管足場に使用する鋼管のうち、労働安全衛生法施行令（昭

和47年政令第318号。以下「令j という。）別表第 8第 1号から第3号までに掲げ

る部材に係るもの以外のものについては、日本工業規格A8951（鋼管足場）に定め

る単管足場用鋼管の規格（以下「単管足場用鋼管規格」という。）又は問項各号に

定める材質等に適合寸るものでなければ使用しではならないとしたこと。

( 2 ）旧安衛則第560条第2項では、事業者は、鋼管足場に使用する附属金具について

は、鋼管規格に定める附属金具の規格又は安衛則に定める材質等に適合したもので

なければ、使用しではならないこととされているととろ、鋼管足場に使用するF付属
金具のうち、令別表第8第 2号から第 7号までに掲げるF付属金具以外のものについ

ては、その材質（衝撃を受けるおそれのない部分に使用する部品の材質を除く。）

が、圧延鋼材、鍛鋼品又は鋳鋼品であるものでなければ、使用してはならないこと

としたこと。

4 足場の作業床に係る墜落防止措置の充実（第563条関係）

( 1 ）高さ 2メートノレ以上の作業場所に設ける作業床の要件として、床材と建地との隙

聞を12センチメートノレ未満とすることを追加したこと。

(2) (1）については、次のいずれかに該当する場合であって、床材と建地との隙間

が12センチメートノレ以上の箇所に防網を張る等墜落による労働者の危険を防止す

るための措置を講じたときは、適用しないこととしたこと。

① はり聞方向における建地と床材の両端との隙間の和が24センチメートノレ未満

の場合

② はり間方向における建地と床材の両端との隙聞の和を24センチメートル未満

とすることが作業の性質上困難な場合



( 3 ）墜溶により労働者に危険を及ぼすおそれのある箇所には、足場用墜落防止設備

（※）を設けなければならないこととされているが、作業の性質上当該設備を設

けることが著しく困難な場合又は作業の必要上臨時に当該設備を取り外す場合

において、次の措置を講じたときには、これを適用しないこととしたこと。

① 安全帯を安全に取り付けるための設備等を設け、かっ、労働者に安全帯を使用

させる措置又はこれと同等以上の効果を有する措置を講ずること。

② ①の措置を講ずる箇所には、関係労働者以外の労働者を立ち入らせないとと。

※ わく組足場（妻出に係る部分を除く。）については（ i ）又は（ ii ）、わく組足場以外の

足場については（出）に掲げる設備。

( i ）交さ筋一かい及び高さ15センチメートノレ以上40センチメートノレ以下の桟若しくは高さ15

センチメートノレ以上の幅木又はこれらと同等以上の機能を有する設備

（斗）手すりわく

（皿）干すり等及び巾桟等

( 4）事業者は、作業の必要上臨時に足場用墜落防止設備を取り外したときは、その必

要がなくなった後、直ちに取り外した設備を原状に復さなければならないこととし

fここと。

5 足場の組立て等の作業に係る墜落防止措置の充実（第564条関係）

( 1 ）旧安衛員lj第564条第 1項では、事業者は、つり足場、張出し足場又は高さ 5メー

トノレ以上の構造の足場の組立て、解体又は変更の作業を行うときに講じなければな

らないこととされている墜落防止措置等について、その対象範囲を拡大し、つり足

場、張出し足場又は高さ 2メートル以上の構造の足場の組立て、解体又は変更の作

業について、当該措置を講じなければならないこととしたこと。

( 2 ）足場材の緊結、取り外し、受渡し等の作業にあっては、 E芸溶による労働者の危険

を防止するため、次の措置を講じなければならないこととしたこと。

① 幅40センチメートノレ以上の作業床を設けること。だだし、当該作業床を設ける

ことが困難なときは、この隈りでない。

② 安全帯を安全に取り付けるための設備等を設け、かっ、労働者に安全帯を使用

させる措置を講ずること。ただし、当該措置と同等以上の効果を有する措置を講

じたときは、この限りでない。

( 3) I日安衛則第564条第 1項第4号では、材料、器具、工具等を上げ、又はFろすと

きは、つり綱、つり袋等を労働者に使用させることとされているところ、これらの

物の落下により労働者に危険を及ぼすおそれがないときは、この限りでないことと

したこと。

6 令別表第8第 1号に娼げる部材等を用いる鋼管足場について（第571条関係）

( 1 ) I目安衛則第571条第 1項では、事業者は、鋼管規格に適合する鋼管を用いて構成

される鋼管足場が適合しなければならない要件が定められでいるところ、令)llj表第

8第 1号に掲げる部材又は単管足場用鋼管規格に適命する鋼管を用い亡構成され

る鋼管足場が適合しなければならない要件を定めることとしたこと。

( 2) I目安衛則第571条第 1項第一 3号に掲げる要件では、単管足場にあっては、建地の

最高部からIJ!IJって31メートノレを超える部分の建地は、鋼管を 2本組とすることとさ



れているところ、建地の下端に作用する設計荷重（足場の重量に相当する荷重に、

作業床の最大積載荷重を加えた荷重をし寸。）が当該建地の最大使用荷重（当該建

地の破壊に至る荷重の 2分の 1以下の荷重をいう。）を超えないときは、この限り

でないこととしたこと。

7 令別表第8第 I号から第 3号までに掲げる部材以外の部材等を用いる鋼管足場に

ついて（第572条関係）

旧安衛則第572条では、事業者は、鋼管規格に適合する鋼管以外の鋼管を用いて構

成される鋼管足場が適合しなければならない要件を定めているところ、令別表第8第

1号から第 3号までに掲げる部材以外の部材又は単管足場用鋼管規格に適合する以

外の鋼管を用いて構成される鋼管足場が適合しなければならない要件を定めるとと

としたこと。

8 作業構台に係る墜落防止措置の充実（第575条の 6関係）

( 1 ）旧安衛l'[IJ第575の6第4号では、事業苦は、高さ 2メートノL以上の作業床の端で、

墜落により労働者に危険及ぼすおそれのある箇所には、手すり等及び中桟等を設け

ることとされているが、作業の性質上手すり等及び中桟等を設けることが著しく国

難な場合文は作業の必要上臨時に手すり等又は中桟等を取り外す場合において、第

2の2の（ 2 ）の①及び②と同様の措置を講じたときに、適用しないこととじたこ

と。

( 2）作業の必要と臨時に手すり等ムくは中桟等を取り外したときは、第2の2の（ 3 ) 

と同様の措置を講ずるとととしたこと。

( 3）労働者は、 ( 1 ）の場合において、安全帯の使用を命じられたときは、これを使

用しなければならないこととしたこと。

9 注文者の点検義務の充実（第655条及び第655条の 2関係）

旧安衛員lj第655条及び第655条の 2では、特定事業の仕事を自ら行う注文者は、請負

人の労働者に、足場又は作業構台を使用させるときは、強風、大雨、大雪等の悪天候

又は中震以上の地震の後において点検を行い、危険のおそれがあるときは、速やかに

修理することとしているが、それに加えて、当該足場又は作業構台の組立て、一部解

体又は変更の後においても同様の措置を講ずることとしたこと。

10 その他所要の改正をわーったこと。

11 附則関係

( 1 ）施行期日（附則第 1条関係）

改正省令l土、平成27年 7月 1日から施行することとしたこと。

( 2）特別教育に関する経過措置（附日lj第 2項関係）

改正省令の施行の際現に第 2の1の業務に従事している者については、平成29

年6月30日までの間は、当該業務に関する労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）

第四条第 3項の特別の教育を行うことを要しないこととしたこと。

( 3）足場の作業床に関寸る経過措置（附則第3項関係）



はり間方向における建地の内法幅が64センチメートル未満の足場の作業床で

あって、床材と腕木との緊結部が特定の位置に固定される構造のものについ亡は、

この省令の施行の際現に存する鋼管足場用の部材が用いられている場合に限り、

第563条第 1項第2号ハの規定は、適用しないこととしたこと。

(4）罰則に関する経過措置（附則第4項関係）

罰則の適用に関し必要な経過措置を定めたこと。

第3 細部事項

1 第36条関係

「地上又は堅固な床上における補助作業」とは、地上又は堅固な床上における材料

の運搬、整理等の作業をいうものであり、足場材の緊結及び取り外しの作業主主びに足

場上における補助作業は含まれないこと。

2 第552条関係

( l）第 1項第4号イの「これと同等以上の機能を有する設備j には、次に褐げるもの

があること。

ア 高さ85センチメートル以上の防音ノミネノレ（パネル状）

イ 高さ85センチメートノレ以上のネットフレーム（金網状）

ウ 高さ85センチメートル以上の金網

( 2）第 2項第 1号の「安全帯を安全に取り付けるための設備等」の「等j には、取り

外されていない手すり等を、安全婚を安全に取り付けるための設備として利用する

ことができる場合が含まれること。

( 3 ）第2項第 1号の「安全帯」は、令第13号第 3項第28号の安全帯に限る趣旨であり、

安全帯の規格（平成H年厚生労働省告示第38号）に適合しない命綱を含まないこと。

( 4 ）第2項第 1号により、事業者が労働者に安全帯を使用させるときは、安衛則第5

21条第 2項に基づき、安全帯及びその取付け設備等の異常の有無について、随時点

検しなければならないとと。

( 5）第2項第2号の「関係労働者j には、手すり等Xは中さん等を取り外す筒所にお

いて作業を行う者及び作業を指揮する者が含まれること。

3 第560条関係

( 1 ）令別表第 8に掲げる鋼管足場用の部材及び附属金具については、従前より、安衛

則第27条に基づき、鋼管足場周の部材及び附属金具の規格（昭和56年労働省告示第

103号） （以下「大臣規格」という。）に適合するものでなければ使用しではなら

ないこととされていることから、第 1項及び第 2項の要件に適合する必要がないこ

とを明確化したものであること。また、令日lj表第8第5号（継子令具）及び第6号

（緊結令具）以外の鋼管足場用の継手金具及び緊結金具は存在しないことから、！日

安衛員lj第560条第 2頃第2号及び第3号を削除したものであること。

( 2 ）第 1項の「単管足場用鋼管の規格」に適合するものとは、 「日本工業規格A895

1 （鋼管足場） J中「単管足場周鋼管j に規定されている事項に適合する鍋管をい

うものであること。



( 3）第 1項第2号の肉厚及び外径の寸法は、実i!!IJによるものであること。

4 第563条関係

( 1 ）第 1項第2号及び第2項関係

ア 第 1 項第 2~まハは、大臣規格において、床付き布わくの床材の幅は24センチ

メートル以上とされていることから、はり間方向における建地と床材の両端と

の隙聞の和が24センチメートノレ以上であれば、さらに床材を敷き、床材と建地

との隙間を塞ぐことが可能であることを踏まえ、可能な限り床材と建地との隙

間を塞ぐことを目的に、それ以上追加的に床材を敷くことができなくなるまで

床材を敷くようにするための要件を定めたものであるこ左。

イ 第 1）夏第 2号ハの「床材と建地との隙間」とは、建地の内法から床材の側面

までの長さをいい、足場の躯体側及び外側！の床材と建地との隙陪がそれぞれ12

センチメートノレ未満である必要があること。なお、床材が片側に寄ること守12

センチメートノレ以上の隙間が生じる場合には、床材と建地との隙聞の要件を満

たさないこととなるため、床材の組み合わせを工夫する、ノト帽の板材を敷く、

床材がずれないように固定する、床付き幅木を設置する等により常に当該要件

を満たすようにすること。

ウ 第 1工頁第2号ハの規定は、床材と建地との隙間に、垂直又は傾けて設置した

幅木は、作業床としての機能を果たせないため、当該幅木の有無を考慮せずに、

床材と建地との隙聞を12センチメ←トル未満とする必要があること。なお、床

付き悩木は、当該幅木の床面側の部材は床材であること。

エ 第 2項は、はり問方向における建地と床材の両端との隙間の和が24センチメー

トノレ未満の場合（第 1号）には、床材を一方の建地に寄せて設置し、建地と床材

との隙間が12センチメートル以上になる場合であっても、大臣規格に適合する床

｛、lき布わくを迫力日して設置できないこと、曲線的な構造物に近接して足場を設置

する場合等、はり間方向における建地と床材の両端との隙間の和を24センチメー

トル未満とすることが作業の性質上困難な場合（第 2号）があることから、これ

らのいずれかの場合であって、建地と床材との除問が12センチメートル以上の箇

所を防網等床材以外のもので塞ぐ等の墜落防止措置を講じたときには、第 1J頁第

2号mハの規定は適用しないこととしたものであること。

オ 第 2項の「防網を張る等」の「等jには、十分な高さがある幅木を傾けて設置

する場合及び構造物に近接している場合等防網を設置しなくても、人が墜落する

隙聞がない場合を含むものであること。

( 2）第 1項第 3号関係

本号は、旧安衛貝lj第563条第 1項第3号の構成を変更しているが、ただし書を削

除したことを除き、趣旨に変更はないこと。

( 3）第 3項関係

ア 第 1号の「安全帯を安全に取り付けるための設備等」の「等」には、建わく、

建地、取り外されていない子すり等を、安全帯を安全に取り付けるための設備

として利用することができる場合が含まれること。

イ 第 1号の「安全帯j は、令第13号第 3項第28号の安全帯に限る趣旨であり、

安全帯の規格（平成14年厚生労働省告示第38号）に適合しない命綱を含まない



こと。

ウ 第 1号により、事業者が労働者に安全帯を使用させるときは、安衛則第521条

第 2項に基づき、安全帯及びその取付け設備等の異常の有無について、槌時点

検しなければならないこと。

エ 第 1号の「これと同等以上の効果を有する措置j には、墜落するおそれのあ

る箇所に防網を張ることが含まれること。

オ 第 2号の「関係労働者j には、足場用墜落防止設備を設けることが著しく困

難な箇所又は作業の必要上臨時に取り外す筒所において作業を行う者及び作業

を指揮寸る者が含まれること。

( 4）第6項関係

旧安衛則第563条第3項の「安全帯等」を「安全帯j としたものであり、令第13

号第3項第28号の安全帯に限る趣旨であること。

5 第564条関係

( 1 ）第 1項の「高さが 2メ」トノレ以上の構造の足場Jでいう足場の情造の高さは、

① 作業床が足場の最上層に設置され亡し、る場合には、基底部から最上層の作業床

までの高さ

② 作業床が足場の最上層に設置されていない場合には、基底部から、

ア わく組足場では、最上部の建わくの上締までの高さ

イ 単管足場等支柱式の足場では、最上部の水平材（布材等の主要部材）までの

高さ

をいうこと。

( 2）第 1項第4号イの「当該作業床を設けることが困難なときjには、狭小な場所や

昇降設備を設ける笛所に幅40センチメートル未満の作業床を設けるとき、つり足場

の組立て等の作業において中高20センチメートノレ以上の足場板 2枚を交互に移動さ

せながら作業を行うときが含まれること。

( 3 ）第4号ロの「安全幣を安全に取り付けるための設備Jとは、安全帯を適切に着用

した労働者Lが墜落しでも、安全帯を取り付けた設備が脱落することがなく、衝突面

等に達することを防ぎ、かっ、使用する安全帯の性能に応じて適当な位置に安全帯

を取り付けることができるものであること。

また、第4号ロの「安全帯を安全に取り付けるための設備」には、このような要

件を満たすように設計され、当該要件を満たすように設置した手すり、手すりわく

及び親綱が含まれること。

なお、安全帯を安全に取り付けるための設備を設ける場合には、足場のー方の側

面のみであっても、手すりを設ける等労働者が墜落する危険を低減させるための措

置を優先的に講ずるよう指導すること。

( 4）第4号ロの「安全帯を安全に取り付けるための設備等j の「等j には、建わく、

建地、手すり等を、安全帯を安全に取り｛、Iけるための設備として利用することがで

きる場合が含まれること。

( 5）第4号ロの「同等以上の効果を有する措置」には、つり足場を設置する際に、予

め、墜落による危険を防止するためのネットの構造等の安全基準に関する技術上の

指針（昭和51年技術上の指針公示第8号）により設置した防網を設置することを合



むこと。

( 6 ）第5号ただし書は、本条の適用を高さが 2メートル以上の構造の足場の組立て、

解体又は変更の作業に係る業務まで拡大したことに伴い、地上から材料等を手渡し

するとき等物の落下により労働者に危険を及ぼすおそれのないときは、つり網等を

労働者に使用させることを要しないこととしたこと。

( 7）第 2項の「安全第Jは、旧安衛則第564条第 2項の「安全帯等」を「安全帯j と

したものであり、令第13号第3項第28号の安全帯に限る趣旨であること。

6 第566条関係

( 1 ）第 2号及び第4号の「安全帯」は、旧安衛則第566条第2号及び第4号の「安全

帯等j を「安全帯」としたものであり、令第13号第3号第28号の安全帯に限る趣旨

であること。

( 2）第 2号の「安全帯j の機能の点検とは、ランヤードの損傷の有無、径及び長さの

適否、ランヤードとベルトとの取付部の状態及び取付金具類の損傷の有無等につい

ての点検をいうことであるとと。

( 3 ）第 2~ナの「保護帽j の機能の点検とは、緩衝網の調節の適否、帽体の煩傷の有無、

あごひもの有無等についての点検をいうものであること。

7 第571条関係

( l ）第 1攻科書は、令別表第8第 1号に掲げる鋼管足場用の部材を用いて構成される

鋼管足場についても安衛則第571条に定める要件を満たす必要があることを明確化

したものであること。

( 2）第 1項第3号の「足場の重量に相当する荷重jには、足場に設けられる朝顔、メッ

シュシート等の重量に相当する荷重を含むこと。

( 3 ）第 I項第3号の「建地の彼壌に至る荷重jにl士、実際の使用状態に近い条件の下

で支持力試験を行い、その結果に基づいて得られた荷重を用いることは差し支えな

し、こと。

また、鋼管にフランジ、フック等の緊結部を溶接することにより、緊結金具を使

用せずに組み立てることができる単管足場では、当該足場を組み立てた状態での支

持）J試験を実施した結果から、建地の破壊に至る荷重の 2分の 1以下の荷重を許容

支持力として示されており、これを最大使用荷重として用いて差し支えないこと。

この場合、布材、補剛材等の使用条件に応じて支持）J試験の結果が異なることから、

当該布材、補同lj材等の使用条件に応じた最大使用荷重を用いること。

8 第572条関係

柱書は、令日lj表第8第 1号から第 3号に娼げる鋼管足場用の部材又は単管足場用鋼

管規格に適合する鋼管を用いて構成される釧管足場は、安衛員lj第572条に定める要件

を満たす必要がないことを明確化したものであること。

9 第575条の 6関係

( 1 ）第2項第 l号の「安全帯を安全に取り付けるための設備等j の「等j には、取り

外されていない子すり等を、安全帯を安全に取り付けるための設備として利用する



ことができる場合が含まれること。

( 2 ）第 2J妄第 1号及び第4項の「安全帯Jは、令第13す第 3項第28すの安全帯に限る

趣旨であり、安全帯の規格（平成14年厚生労働省令示第38号）に適合しない命綱を

含まないこと。

( 3）第 2項第 1号により、事業者が労働者に安全帯を使用させるときは、安衛則第5

21条第 2J去に基づき、安全帯及びその取付け設備等の異常の有無について、随時点

検しなければならないこと。

( 4）第2項第 1号の「これと同等以tの効果を有する措置Jには、墜落するおそれの

ある箇所に防網を張ることが含まれること。

( 5）第 2項第 2号の「関係労働者Jには、子すり等又は中さん等を設けることが著し

く困難な箇所又は作業の必要上臨時に取り外す箇所において作業を行う者及び作

業を指俸する者が含まれること。

10 第655条関係

第 1項第 2号の「利目解体若しくは変更」には、建わく、建地、交さ筋かい、布等

の足場の構造部材の一時的な取り外し若しくは取付けのほか、足場の構造に大きな影

響を及ぼすメッシュシート、朝顔等の一時的な取り外し若しくは取付けが含まれるこ

と。ただし、次にいずれかに該当するときは、 「一部解体若しくは変更Jに含まれな

し、こと。

① 作業の必要上続時に足場用墜落防止設備（足場の構造部材である場合を含む。）

を取り外す場合又は当該設備を原状に復す場合には、局所的に行われ、これにより

足場の構造に大きな影響がないことが明らかであって、足場の部材の上げ下ろしが

伴わないとき。

② 足場の構造部材ではないが、足場の構造に大きな影響を及ぼすメッシュシート等

の設備を子取り外す場合又は当該設備を原状に復す場合であって、足場の部材の上げ

下ろしが伴わないとき。

11 第655条の 2関係

第 1項第 2号の「 部解体若しくは変更Jには、作業の必要上臨時に手すり等父は

中桟等を取り外す場合並びに当該設備を原状に復す場合を含まないこと。

12 附員lj関係

( 1 ）特別教育に関する経過措置（附則第2条関係）

「業務に従事している」とは、当該業務に就いていることをいい、施行日時点

に、建設て事の現場等において、現に当該業務を行っていることまでを求める趣

旨ではないこと。

( 2 ）足場の作業床に関寸る経過措置（附貝lj第3条関係）

ア 「現に存寸るj とは、現に使用されていること及び製造が完了しているが、ま

だ使用されていないことをいうこと。

イ 「現に存する鋼管足場用の部材が用いられてし、る場合j とは、床材及び腕木の

両方に現に存する鋼管足場周の部材が用いられている場合をいうこと。

ウ 足場の 部の作業床が本条に該当する場合にl士、当該作業床に限つ亡安衛則第



563条第 1項第 2号ハの規定を適用しない趣旨であること。

第4 関係、通達の改正

1 昭和34年 2月18日付け基発第101号関係

( 1 ）同通達中の記の二の（四）から（八）までを削除する。

( 2）同通達中の記の丘の（五）を削除する。

( 3 ）同通達中の記の七を削除する。

( 4）同通達中の記の九の（宅）を削除する。

2 平成21年 3月11日付け基発第0311001号関係

( 1 ）向通達中の記の第3の2の（ 2）を削除する。

( 2 ）向通達中の記の第3の3の（ 2）を削除する。

( 3 ）河通達中の記の第3の5の（ 2）を削除する。
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限
る
。
）
を
設
け
る
こ
と
。
対
司
斗

、
作
業
上
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
必
要
な
部
分
を
限
っ
て
臨
時
に
こ
れ

を
取
り
は
ず
す
こ
と
が
で
き
る
。

高
さ
八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
手
す
り

イ

高
さ
一
一
一
ト
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
ド
の

さ
川
寸
叶
こ
れ
と
問
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
設
備
（
以
ド
「
吋
社
刈

隼
リ
」
と
い
P
7
0

）

五
（
略
）

六
建
設
工
事
に
使
用
す
る
高
さ
八
メ
ト
ル
以
上
の
登
り
さ
ん
備
に
は
、

七
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。

（
新
設
） ロ

（
新
設

新
設
）

（
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
等
）

第
五
百
六
十
条
事
業
者
は
、
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
に
つ
い
て
は
、

本
工
業
規
格
A
八
九
五
一
（
鍋
符
足
場
）
に
定
め
る
鋼
符
の
規
格
（
以
下
「

綱
領
規
格
」
と
い
う
。
）
又
は
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
で
な 日

2 



場
用
鋼
管
の
規
格
（
以
下
「
単
管
足
場
周
鋼
管
規
格
」
と
い
う
。
）
又
は
次

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い

・
一
－
（
略
）

事
業
者
は
、
畑
酬
管
足
場
に
使
用
す
る
附
属
剣
劇
の
う
ち
、
制
別
表
第
八
第

二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
附
属
金
具
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

の
材
質
（
衝
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
の
な
い
部
分
に
使
用
す
る
部
品
の
材
質
を

除
く
。
）
が
、
圧
延
鋼
材
、
鍛
鋼
品
又
は
鋳
鋼
ロ
聞
で
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

2 

（
最
大
積
載
荷
重
）

第
五
百
六
十
二
条
事
業
者
は
、
足
場
の
構
造
及
び
材
料
に
ー
ル
じ
て
、
作
業
床

の
最
大
積
載
荷
重
を
定
め
、
か
っ
、
こ
れ
を
超
え
て
積
載
し
て
は
な
ら
な
い

2 

3 

（略）

（
作
業
床
）

第
五
百
六
十
三
条
事
業
者
は
、
足
場
二
側
足
場
を
除
く
。
第
二
一
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
お
け
る
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
業
場
所
に
は
、
次
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
作
業
床
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

一
（
略
）

一
一
つ
り
足
場
の
場
合
を
除
き
、
幅
、
床
材
開
の
隙
間
及
び
床
材
と
建
地
と

け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

－
二
（
略
）

司
調
者
出

1
制
管
足
場
に
使
用
す
る
附
属
金
具
に
つ
い
て
は
、

H
本
工
業

規
格
A
八
九
五
一
（
鏑
管
足
場
）
に
定
め
る
附
属
金
具
の
規
格
又
は
次
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
材
質
（
衝
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
の
な
い
部
分
に
使
用
す
る
部
品
の
材
質

を
除
く
。
）
は
、
圧
延
鋼
材
、
鍛
銅
品
又
は
鋳
鋼
日
間
で
あ
る
こ
と
。

ゴ
制
司
針
斗
は
刈
オ
d
d
4
J↓
川
社
時
叶
寸
捕
制
社
対
吋
斗
叶
斜
胡
叶
司

け
る
最
大
支
点
間
隔
の
支
点
を
い
う
。
）
聞
の
中
央
で
継
、
き
、
こ
れ
に
作

業
時
の
最
大
荷
重
を
集
中
荷
重
と
し
て
か
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
た

司
社
劃
刈
1
叫
升
刈
叫
叶
同
剖
叫
縛
笥
叫
叶
斗
吋
叶
叶
司
司
司
叶
吋
列
剥

の
一
・
五
倍
以
下
と
な
る
、
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
緊
結
金
具
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
用
い
て
鋼
符
を
直
角
に
緊
結
し
、

叫
叶
叶
刻
吋
司
副
刈
剖
劃
叫
寸
同
叫
叶
剖
叶
刈
寸
叶
胡
叶
叶
ヰ
叶
寸

J

の
す
べ
り
且
旦
が
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
、
も
の
で
あ
る
こ
と
。

2 

（
最
大
積
載
荷
重
）

第
五
百
六
十
こ
条
事
業
者
は
、
足
場
の
構
造
及
び
材
料
に
応
じ
て
、
作
業
床

の
最
大
積
載
荷
重
を
定
め
、
か
つ
、
こ
れ
を
こ
え
て
積
載
し
て
は
な
ら
な
い

2 

3 

略

（
作
業
床
）

第
五
百
六
十
宍
条
事
業
者
は
、
足
場
（
一
側
足
場
を
除
く
。
第
三
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
お
け
る
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
業
場
所
に
は
、
次
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
作
業
床
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
略
）

一
一
つ
り
足
場
の
場
合
を
除
き
、

幅
は
、

阿
十
セ
ン
チ
メ
ト
ル
以
上
と
し そ

3 



の
隙
間
は
、
次
に
定
め
る
と
と
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
幅
は
、
四

l
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
し
し
と
す
る
こ
と
。

ロ
床
材
聞
の
隙
聞
は
、
一
二
セ
ン
チ
メ
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

ハ
床
材
と
建
地
と
の
隙
間
は
、
十
今
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
と
す
る
こ

ル」。

↓
寸
↓
図
剖
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
、
次

に
掲
げ
る
足
場
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
設
備
（
丈
夫

な
構
造
の
設
備
で
あ
っ
て
、
た
わ
み
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、

著
し
い
損
傷
、
変
形
又
は
腐
食
が
な
い
も
の
に
限
る
。
以
下
「
足
場
用
墜

溶
防
止
設
備
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

イ
わ
く
組
足
場
（
妻
面
に
係
る
部
分
を
除
く
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）

吋
叫
叶
汁
叫
刈
ぺ
詞
．
倒

れ
い
交
さ
絞
か
い
及
ひ
薄
さ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

E
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
桟
若
し
く
は
高
さ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

幅
木
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
設
備

ω
升
汁
川
刈
ぺ
川

口
わ
く
組
足
場
以
外
の
足
場

手
す
り
等
及
び
中
樹
矧

四
・
五
（
略
）

六
作
業
の
た
め
物
体
が
落
～
卜
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
高
さ
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
木
、
メ

ッ
シ
コ
シ
ト
若
し
く
は
防
網
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す

る
設
備
（
以
下
「
幅
木
等
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第

三
号
の
規
定
に
基
づ
き
設
け
た
設
備
が
幅
木
等
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有

す
る
場
合
又
は
作
業
の
性
質
『
仁
幅
十
小
等
を
設
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な

場
合
若
し
く
は
作
業
の
必
要
上
臨
時
に
幅
木
等
を
瑚
叶
叫
汁
場
合
に
お
い

、
床
材
開
の
引
き
間
は

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

墜
落
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
及
同
制
お
そ
判
の
あ
る
箇
例
に
は
、
わ

く
叫
足
場
J
卦
司
叶
叶
引
判
叶
叶
同

d
1刈
叶
斗
ぺ
叶
叶
ヰ
叶
寸
司
川

1

寸
斗
刈
斗
寸
寸
什
寸
斗
斗

1
4什
叫
司
刻
刈
刈
刈
司
刻
叶
叫
寸
寸
寸
ぺ

d

矧
寸
叶
吋
吋
斗
対
対
吋
胡

4
．
叶
ヰ
伺
寸
叶
斗
寸
1
・4刈
斗
刈
卦
汁
引
司
社

れ
が
な
く
、
か
つ
、
著
し
い
損
傷
、
変
形
又
は
腐
食
が
な
い
も
の
に
限
る

。
）
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
作
業
の
性
質
上
こ
れ
ら
の
設
備
を
設
け

る
と
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
又
は
作
業
の
必
要
上
臨
時
に
こ
れ
ら
の
設

備
社
時
叶
叶
汁
汁
刻
叶
叶
ヰ
叶
寸
f
叶
吋
叶
剖
叶
1
叶
倒
剖
叶
吋
分
対
抗

使
舟
さ
せ
る
等
墜
務
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

謝
叫
叶
斗
叶
司
1
J斗
司
吋
叶
寸
叫
寸

1

什
対
社
叫
刈
叶
刈
叫
司
社
叶
司
叶
斗
汁
刈
北
川
川
刈
斗
川
け
叶
斗
汁
刈

ー
ト
ル
以
「
の
さ
ん
若
し
く
は
高
さ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅

木
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
設
備

ロ
手
す
り
わ
く

ハ
高
さ
八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
手
す
り
又
は
こ
れ
と
同
等
以

斗
叫
欄
剖
社
司
汁
叶
剖
伺
寸
刈
叶
寸
升
汁
川
詞
叶
斗
叶

1寸
寸
寸
刊

さ
ん
等

四
・
五
（
略
）

六
作
業
の
た
め
物
体
が
落
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ト
ル
以
上
の
幅
木
、
メ

ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
若
し
く
は
防
網
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す

る
設
備
（
以
下
「
幅
木
等
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第

三
号
の
規
定
に
基
づ
き
設
け
た
設
備
が
幅
木
等
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有

す
る
場
合
又
は
作
業
の
性
質
上
幅
木
等
を
設
け
る
こ
と
が
著
し
く
附
難
な

場
合
若
し
く
は
作
業
の
必
要
上
臨
時
に
幅
木
等
を
取
り
は
ず
す
場
合
に
お

4 



て
、
立
入
一
民
域
を
設
定
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
第
二
号
ハ
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
山
ー
す
る
場
合
で

あ
っ
て
、
床
材
と
建
地
と
の
隙
間
が
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
笛
所
に

防
網
を
張
る
等
墜
落
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
た
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

一
は
り
間
方
向
に
お
け
る
建
地
と
床
材
の
両
端
と
の
隙
間
の
和
が
二
イ
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合

ゴ
吋
叶
時
対
吋
吋
司
岬
司
司
叫
斗
時
叶
．
叫
司
端
d
．q
附
．
明
司
吋
社
」

J
．叫

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
と
す
る
こ
と
が
作
業
の
性
質
上
困
難
な
場
合

3

第
一
項
第
三
号
の
規
定
は
、
作
業
の
性
質
上
足
場
用
墜
溶
防
止
設
備
を
設

け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
又
は
作
業
の
必
要

k
臨
時
に
足
場
用
墜
務

防
止
設
備
を
取
り
外
す
場
合
に
お
い
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
適

用
し
な
い
。

一
安
全
帯
を
安
全
に
取
り
付
け
る
た
め
の
設
備
等
を
設
け
、
か
っ
、
労
働

剖
d
対
叶
制
社
吋
刈
社
叶
社
掛
闘
刻
司
斗
叫
川
司
討
刈
斗
叫
刻
刻
叶
叶
叶

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
前
号
の
措
置
を
講
ず
る
箇
所
に
は
、
関
係
労
働
者
以
外
の
労
働
者
を
立

ち
入
ら
せ
な
い
こ
と
。

4

第
一
項
第
五
号
の
規
定
は
、
次
の
各
同
げ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

適
用
し
な
い
。

一
幅
が
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
厚
さ
が
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
し
し
、
長
さ
が
二
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
仁
の
板
を
床
材
と
し
て
用
い
、
こ
れ

を
作
業
に
応
じ
て
移
動
さ
せ
る
場
合
で
、
次
の
惜
置
を
講
ず
る
と
き
。

イ
足
場
板
は
、
三
以
上
の
支
持
物
に
掛
け
渡
す
こ
と
。

ロ
・
ハ
（
略
）

二
（
略
）

5

事
業
者
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
作
業
の
必
要

k
臨
時
に
足
場
用
墜
落

防
止
設
備
を
取
り
外
し
た
と
き
は
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
後
、
直
ち
に

当
該
設
備
を
版
状
に
復
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

叶
労
働
者
は
、
雪
司
の
場
合
に
お
い
て
、
吋
付
制
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た

21 

い
て
、
立
入
区
域
を
設
定
し
た
と
き
は

新
設
）

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

21 

前
項
第
五
号
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

一
幅
が
一
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
厚
さ
が

J
7
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
、
長
さ
が
二
一
・
し
ハ
メ
ト
ル
以
上
の
板
を
床
材
と
し
て
用
い
、
こ
れ

を
作
業
に
応
じ
て
移
動
さ
せ
る
場
合
で
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
と
き
。

イ
足
場
板
は
、
二
千
以
上
の
支
持
物
に
か
け
渡
す
こ
と
。

ロ
・
ハ
（
略
）

一
一
（
路
）

（
新
設
）

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

労
働
者
は
、
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
等
の

5 



と
き
は
、

こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
足
場
の
組
立
て
等
の
作
業
）

第
五
百
六
十
四
条
事
業
者
は
、
つ
り
足
場
、
張
出
し
足
場
又
は
高
さ
が
二
メ

ー
ト
ル
以
L
L

の
構
造
の
足
場
の
組
立
て
、
解
体
又
は
変
更
の
作
業
を
行
う
と

き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
略
）

二
組
立
て
、
解
体
又
は
変
更
の
作
業
を
叶
汁
区
域
内
に
は
、
関
係
労
働
者

以
外
の
労
働
者
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
こ
と
。

三
（
路
）

四
足
場
材
の
緊
結
、
取
り
外
し
、
受
渡
し
等
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
墜
落

に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
仲
閉
止
す
る
た
め
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

什
叫
叫
汁
斗
斗
升
刈
リ
刈
川
刈
斗
叫
叶
剥
材
社
剖
叶
引
斗
ぱ

1
4オ吟

当
該
作
業
床
を
設
け
る
こ
と
が
図
難
な
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

。
ロ
安
全
帯
を
安
全
に
取
り
付
け
る
た
め
の
設
備
等
を
設
け
、
か
つ
、
労

働
者
に
安
全
帯
を
侵
圧
さ
せ
る
措
置
を
請
す
る
こ
と
《
た
た

L
一
当
該

措
置
と
同
等
以
ト
し
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限

叶
叶
刈
刊
川
4
1

五
材
料
、
器
具
、
工
具
等
を
上
げ
、
又
は

F
ろ
す
と
き
は
、
つ
り
綱
、
つ

り
袋
等
を
労
働
者
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
物
の
落
下

に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
し

2

労
働
者
は
、
吋
司
詞
叫
叶
叶
胡
胡
汁
社
叶
刻
叶
叶
汁
刻
併
に
お
い
て
安
全

帯
の
使
用
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
の
職
務
）

第
五
百
六
十
六
条
事
業
者
は
、
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
に
、
次
の
事

項
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
体
の
作
業
の
と
き
は
、

第
一
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は

こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
足
場
の
組
立
て
等
の
作
業
）

第
五
百
六
十
四
条
事
業
者
は
、
令
第
六
条
第
十
五
割
刷
出
開
業
を
行
な
う
と
き

は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
略
）

二
組
立
て
、
解
体
又
は
変
更
の
作
業
を
行
な
う
区
域
内
に
は
、

者
以
外
の
労
働
者
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
こ
と
。

＝
一
（
略
）

四
足
場
材
の
緊
結
、
取
り
は
ず
し
、
受
渡
し
等
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
幅

二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
足
場
板
を
設
け
、
労
働
者
に
安
全
帯
を
使

用
さ
せ
る
等
労
働
者
の
墜
務
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

関
係
労
働

五
材
料
、
器
具
、
工
具
等
を
上
げ
、
又
は
お
ろ
す
と
き
は
、

り
袋
等
を
労
働
者
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
。

つ
り
綱

2

労
働
者
は
、
前
項
第
四
号
の
作
業
に
お
い
て
安
全
世
相
等
の
使
用
を
命
ぜ
ら

れ
た
と
き
は
、
と
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
の
職
務
）

第
五
百
六
十
六
条
事
業
者
は
、
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
に
、
次
の
事

項
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
体
の
作
業
の
と
き
は
、

第
一
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

イコ
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（略）

器
具
、
工
具
、
安
全
帯
及
び
保
護
帽
の
機
能
を
点
検
し
、

り
除
く
こ
と
。

三
（
略
）

四
対
封
剖
及
び
保
護
帽
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

不
良
品
を
取

（
点
検
）

第
五
百
六
七
条
事
業
者
は
、
足
場
（
つ
り
足
場
を
除
く
。
）
に
お
け
る
作

業
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
作
業
を
行
う
箇
所

に
設
け
た
足
場
周
墜
落
防
止
設
備
の
取
り
外
し
及
び
脱
絡
の
有
無
に
つ
い
て

点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
若
し
く
は
中
震
以
卜
の
地

震
又
は
足
場
の
組
立
て
、
一
部
解
体
若
し
く
は
変
更
の
後
に
お
い
て
、
足
場

に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し一一

（路）

建
地
、
布
、
腕
木
等
の
緊
結
部
、
接
続
部
及
び
取
付
部
の
緩
み
の
状
態

間二三

11~ 
墜
落
防
l上
設
備
のl

取｜
り
外｜
し
及
び
脱
落
の
有
盤

五
幅
ト
小
等
の
取
付
状
態
及
び
取
り
外
し
の
有
無

六
（
略
）

七
筋
か
い
、
控
え
、
壁
つ
な
ぎ
等
の
補
強
材
の
取
付
状
態
及
び
取
り
外
し

の
有
無

八
・
九
（
略
）

3

（略）

一
（
略
）

一
一
器
具
、
工
具
、
安
全
帯
等
及
び
保
護
帽
の
機
能
を
点
検
し
、

取
り
除
く
こ
と
。

三
（
略
）

四
安
全
帯
等
及
び
保
護
帽
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

不
良
品
を

（
点
倹
）

第
五
百
六
十
七
条
事
業
者
は
、
足
場
（
つ
り
足
場
を
除
く
。
）
に
お
け
る
作

業
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
作
業
を
行
う
箇
所

に
設
け
た
第
五
百
六
十
三
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
設
備

の
取
り
は
ず
し
及
び
脱
落
の
有
無
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
と
き

は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
若
し
く
は
中
震
以

k
の
地

震
又
は
足
場
の
組
立
て
、
一
部
解
体
若
し
く
は
変
更
の
後
に
お
い
て
、
足
場

に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の
事
頃
に
つ

い
て
、
点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

一
（
略
）

二
建
地
、
布
、
腕
木
等
の
緊
結
部
、

態
四

接
続
部
及
び
取
付
部
の
ゆ
る
み
の
状

（略）

矧
司
百
六
刊
三
条
剣
一
瑚
刷
用
三
割
イ
が
ら
一
ハ
ま
で
に
掲
削
る
設
備
の
剥

り
は
ず
し
及
び
脱
落
の
有
無

↑
ム
幅
木
等
の
取
付
状
態
及
び
取
り
は
ず
し
の
有
無

六
（
略
）

七
筋
か
い
、
控
え
、

し
の
有
無

八
・
九
（
略
）

3

（略）

壁
つ
な
ぎ
等
の
補
強
材
の
取
付
状
態
及
び
取
り
同
制

7 



第
五
百
六
十
九
条
事
業
者
は
、
丸
太
足
場
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
1
コ
一
（
略
）

四
建
地
、
布
、
腕
木
等
の
接
続
部
及
び
交
差
部
は
、
鉄
線
そ
の
他
の
丈
夫

な
材
料
で
堅
固
に
縛
る
こ
と
。

五
・
六
（
略
）

2

（略）

3

第
一
項
第
六
号
の
規
定
は
、
窓
枠
の
取
付
け
、
接
面
の
仕
上
げ
等
の
作
業

の
た
め
壁
つ
な
ぎ
又
は
控
え
を
取
り
外
す
場
合
そ
の
他
作
業
の
必
要
上
や
む

を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
壁
つ
な
ぎ
又
は
控
え
に
代
え
て
、
建
地
又

は
布
に
斜
材
を
設
け
る
等
当
該
足
場
の
倒
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

（
鋼
符
足
場
）

第
五
百
七
十
条
事
業
者
は
、
鋼
管
足
場
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
・
二
（
略
）

三
鋼
管
の
接
続
部

X
は
交
差
部
は
、
と
れ
に
適
合
し
た
附
属
金
具
を
用
い

て
、
確
実
に
接
続
し
、
又
は
緊
結
す
る
こ
と
。

四
1
六
（
略
）

（略）

2 

（
令
別
封
刷
用
八
割
問
一
矧
に
旧
問
削
る
部
材
等
を
用
い
る
鋼
管
足
場
）

第
五
百
七
十
一
条
事
業
者
は
、
令
別
表
第
八
第
一
号
に
掲
げ
る
部
材
又
は
単

官
H
．
場
叫
縄
計
叶
闘
に
適
合
す
る
鋼
管
を
用
い
て
構
成
さ
れ
る
鋼
管
足
場
に

つ
い
て
は
、
前
条
第
一
頃
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
取
管
足
場
に
あ

っ
て
は
第
一
円
げ
か
ら
第
四
号
ま
で
、
わ
く
組
足
場
に
あ
っ
て
は
第
五
号
か
ら

第
七
号
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。

一
・
二
（
略
）

第
五
百
六
十
九
条
事
業
者
は
、
丸
太
足
場
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
1
三
（
略
）

四
建
地
、
布
、
腕
木
等
の
後
続
部
及
び
交
さ
部
は
、
鉄
線
そ
の
他
の
丈
夫

な
材
料
で
堅
固
に
縛
る
こ
と
。

五
・
六
（
略
）

2

（略）

3

第
一
項
第
六
号
の
規
定
は
、
窓
わ
く
の
取
付
け
、
壁
面
の
仕
し
し
げ
等
の
作

業
の
た
め
壁
つ
な
ぎ
又
は
佳
え
を
取
り
は
ず
す
場
合
そ
の
他
作
業
の
必
要
上

や
む
を
得
な
い
場
台
に
お
い
て
、
当
該
壁
つ
な
ぎ
又
は
控
え
に
代
え
て
、
建

地
V
へ
は
布
に
斜
材
を
設
け
る
等
当
該
足
場
の
倒
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

（
鋼
管
足
場
）

第
五
百
七
十
条
事
業
者
は
、
鋼
管
足
場
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
・
二
（
略
）

三
鍋
符
の
接
続
部
又
は
交
さ
部
は
、
こ
れ
に
適
合
し
た
附
属
金
具
を
用
い

て
、
確
実
に
接
続
し
、
又
は
緊
結
す
る
こ
と
。

m
i
六
（
略
）

（略）

2 

（
鋼
管
規
格
に
適
合
や
る
鋼
管
足
場
）

第
五
百
七
十
一
条
事
業
者
は
、
鋼
管
規
格
に
適
合
す
る
銅
片
付
を
用
い
て
構
成

さ
れ
る
鋼
管
足
場
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ

か
、
川
平
管
足
場
に
あ
っ
て
は
第
一
円
げ
か
ら
第
阿
号
ま
で
、
わ
く
組
足
場
に
あ

っ
て
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

世各
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二
一
建
地
の
最
高
部
か
ら
測
っ
て
コ
十
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
の
建
地

は
、
鋼
管
を
二
本
組
と
す
る
こ
と
。
叶
司
斗
f
司
叫
叫
叶
哨
叶
叶
刷
汁
社

設
計
荷
重
（
足
場
の
重
量
に
相
当
す
る
荷
重
に
、
作
業
床
の
最
大
積
載
荷

司
社
刊
司
剖
劃
社

J
1
4刈
卦
剖
剖
叫
叫
剥
対
剖
刈
司
副
．
，
司
司
副
問

地
の
破
壊
に
至
る
荷
重
の
二
分
の
一
以
下
の
荷
重
を
い
う
。
）
を
超
え
な

．3
司
4
1・寸斗寸同

3
d
d

四
1
七
（
略
）

（略）

2 

3 

（令別表第八第一号から第三号までに掲削る部材以外の部川杯争を

用いる鋼管足場）

第五百七十二条事業者は、令別表第八第一号から第三号までに掲

げる部材以外の部材又は単管足場用鋼管規格に適合する鋼管以外

の鋼管を用いて構成される鋼管足場については、第五百七十条第

一項目に定めるところによるほか、各支点聞を単純やはりとして計算

した最大曲げモーメントの値が、細酬符の断子山係数に、鋼管の材料

の降伏強さの憤（降伏強さの値が明らかでないものについては、

引張強さの値の二分の一の値）の一・五分約一及び炊の表のLL欄

に掲げる鋼管の肉厚と外径との比に応じ、それぞれ同表の下欄に

蝿げる係数を乗じて得た値（継手のある場合には、この値の四分

の三）以下のものでなければ使用してはならない。

肉 肉 肉 鋼
厚 惇 厚 t百2

が ;')¥ が (TJ 

外 外 外 肉
径 径 径 厚
<!) 。コ <!) と

十 外
十 十 同 径

分 分 と
分 江〕 。コ ロコ
ロコ 上ヒ

以 以
以 上
上 十

四

十 分
分 司1

ロコ
未

来 1前
I前

。。イ系
． 数

八 九

（
つ
り
足
場
）

第
五
百
七
十
四
条

事
業
者
は

つ
り
足
場
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と

二
建
地
の
最
高
部
か
ら
、
測
っ
て
今
二
十
一

は
、
鋼
管
を
二
本
組
と
す
る
こ
と
。

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
の
建
地

間

1
七

略（
）略

2 

3 （
鋼
管
規
格
に
適
合
計
る
鍋
笥
凶
州
側
鋼
管
足
場
）

第五百七十A一条事業者は、鋼管規格に適合する鋼管以外の鋼管を

照いて構成される鋼管足場については、第五百七十条第一項に定

めるところによるほか、各支点間を単純ぱりとして計算した最大

曲げモーメントの値が、鋼管の断面係数に、鋼管の材料の降伏強

さの値（降伏強さの値が明らかでないものについては、引張強さ

の怖の二分の一の値）の一・五分の一及び次の表の上欄に掲げる

鋼債の肉厚と外径との比に応じ、それぞれ同表のド欄に掲げる係

数を乗じて得た値（継手のある場合には、この値の問分の三）以

下のものでなければ使用してはならない。

肉 肉 肉 古田
厚 厚 厚 'il' 
カE カ1？手 の
タト 外 外 肉
千壬 径 f壬厚
。〕 。〉 ロコ と

十 外
｜一卜 四 径

分 分 と
分 。コ 。〉 ロコ
ロコ 比

以 以
以 上 上
J-. 

四
十 分
分 ロコ
(TJ 

未
未 満
1前

。。係
数

八 九

（
つ
り
足
場
）

第
五
百
七
十
四
条

つ
り
足
場
に
つ
い
て
は

次
に
定
め
る
と

事
業
者
は
、

-9 -



ろ
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
つ
り
ワ
イ
ヤ
ロ

i
プ
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
使
用
し

な
い
こ
と
。

2 

（略）

口
直
径
の
減
少
が
公
称
径
の
七
パ
セ
ン
ト
を
超
え
る
も
の

ハ
（
略
）

ニ
著
し
い
形
崩
れ
又
は
腐
食
が
あ
る
も
の

二
つ
り
鎖
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

イ
伸
び
が
、
当
該
つ
り
蛸
酬
が
製
造
さ
れ
た
と
き
の
長
さ
の
五
パ

1
セ
ン

卜
を
超
え
る
も
の

ロ
リ
ン
ク
の
断
面
の
直
径
の
減
少
が
、
当
該
つ
り
鎖
が
製
造
さ
れ
た
と

き
の
当
該
リ
ン
ク
の
断
一
自
の
直
径
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
も
の

ハ
亀
裂
が
あ
る
も
の

二
了
四
（
略
）

五
つ
り
ワ
イ
ヤ
ロ

l
プ
、
つ
り
鎖
、
つ
り
銅
線
、
つ
り
鋼
帯
又
は
つ
り
繊

維
索
は
、
そ
の
一
端
を
足
場
桁
、
ス
タ

l
ラ
ッ
プ
等
に
、
他
端
を
突
り
ょ

う
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
、
建
築
物
の
は
り
等
に
そ
れ
ぞ
れ
確
実
に
取
り
付

け
る
こ
と
。

六
作
業
床
は
、
幅
を
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
し
し
と
し
、
か
つ
、
隙
聞
が

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

七
床
材
は
、
転
位
し
、
又
は
脱
落
し
な
い
よ
う
に
、
足
場
桁
、
ス
タ
ラ

ツ
プ
等
に
取
り
付
け
る
こ
と
。

八
社
刻
判
、
ス
タ

1
ラ
ッ
プ
、
作
業
床
等
に
陸
、
え
を
設
け
る
等
動
揺
又
は

転
位
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
制
叫
刻
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
附
の
比
四
続
部
及
び
吋
卦
訓
は
、
鉄

線
、
継
手
金
具
又
は
緊
結
金
具
を
用
い
て
、
縫
実
に
接
続
し
、
又
は
緊
結

す
る
こ
と
。

（略）

作
業
構
台
に
つ
い
て
の
措
置
）

ろ
に
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
つ
り
ワ
イ
ヤ
ロ

1
プ
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
使
用
し

な
い
こ
と
。

2 

（略）

口
直
径
の
減
少
が
公
称
径
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
る
も
の

ハ
（
略
）

ニ
著
し
い
形
く
ず
れ
又
は
腐
食
が
あ
る
も
の

今
一
つ
り
鎖
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

イ
伸
び
が
、
当
該
つ
り
鎖
が
製
造
さ
れ
た
と
き
の
長
さ
の
五
パ

l
セ
ン

ト
を
こ
え
る
も
の

ロ
リ
ン
ク
の
断
面
の
直
径
の
減
少
が
、
当
該
つ
り
鎖
、
が
製
造
さ
れ
た
と

き
の
当
該
リ
ン
ク
の
断
面
の
直
径
の
ト
パ
ー
セ
ン
ト
を
斗
刈
引
も
の

ハ
き
裂
が
あ
る
も
の

三
・
四
（
略
）

五
つ
り
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
、
つ
り
鎖
、
つ
り
鋼
線
、
つ
り
銅
帯
又
は
つ
り
繊

維
索
は
、
そ
の
一
端
を
足
場
け
た
、
ス
タ

l
ラ
ッ
プ
等
に
、
他
山
崎
を
突
り

ょ
う
、
ア
ン
カ
ボ
ル
ト
、
建
築
物
の
は
り
等
に
そ
れ
ぞ
れ
確
実
に
取
り

付
け
る
こ
と
。

六
作
業
床
は
、
幅
を
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
か
つ
、
す
き
間

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

七
床
材
は
、
転
位
し
、
又
は
脱
落
し
な
い
よ
う
に
、
足
場
け
た
、
ス
タ
ー

ラ
ッ
プ
等
に
取
り
付
け
る
こ
と
。

八
足
場
け
た
、
ス
タ

l
ラ
ッ
プ
、
作
業
床
等
に
控
え
を
設
け
る
等
動
揺
又

は
転
位
を
防
止
す
る
た
め
の
陪
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
た
な
足
場
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
け
た
の
接
続
部
及
び
交
さ
部
は

、
鉄
線
、
継
手
金
具
又
は
緊
結
金
具
を
用
い
て
、
権
実
に
比
四
続
し
、
又
は
緊

結
す
る
こ
と
。

（略）

イ（
作
業
構
台
に
つ
い
て
の
措
置
）

10 



第
五
邑
七
十
五
条
の
六
事
業
者
は
、
作
業
構
台
に
つ
い
て
は
、

と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

二

（

略

｝

コ
一
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
業
床
の
床
材
聞
の
隙
聞
は
、

ー
ト
ル
以
下
、
と
す
る
こ
と
。

四
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
業
床
の
端
で
、
墜
落
に
よ
り
労
働
者
に
危

険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
、
手
す
り
等
及
び
中
桟
等
（
そ

れ
ぞ
れ
丈
夫
な
構
造
の
設
備
で
あ
っ
て
、
た
わ
み
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な

く
、
か
つ
、
著
し
い
損
傷
、
変
形
又
は
腐
食
が
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を

設
け
る
こ
と
。

次
に
定
め
る

三
セ
ン
チ
メ

21 

前
項
剣
四
割
引
の
規
定
は
、
阿
川
業
の
性
質
上
手
す
り
等
及
び
中
桟
生
？
を
設
け

る
こ
と
が
著
し
く
図
難
な
場
合
又
は
作
業
の
必
要
ト
一
臨
時
に
手
す
り
等
又
は

吋
吋
哨
社
刊
川
刈
汁
場
付
叶
斗
叶
寸

f
d
4剖
闘
叶
瑚
叫
け

d
叶

4
1司
利

し
な
い
。

寸
対
坐
判
叶
対
斗
司
副
．
け
叶
寸
叶
司
叫
寸
吋
僻
叶
社
剖
司
f
刈

斗

1
叶
釧

者
に
安
全
帯
を
使
用
さ
せ
る
措
置
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す

る
措
置
を
講
ず
る
と
と
。

一
－
前
号
の
措
置
を
講
ず
る
箇
所
に
は
、
関
係
労
働
者
以
外
の
労
働
者
を
立

吋
刈
吋
叶
吋
叶
斗

d
1

寸
斗
判
対
計

d
1叶
司
叫
対
社
叶
斗
叶
叶
対
ぺ
斗
羽

H
瑚
吋
叶
升
汁
川
討
対
』
叫

中
桟
等
を
取
り
外
し
た
と
き
は
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
後
、
直
ち
に
こ

れ
ら
の
設
備
を
原
状
に
復
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

労
働
者
は
、
第
二
頃
の
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た

川
叶

4
1斗
川
叶
国
司
斗
社
司
川
崎
叶
叶
叶
叶
d

（
点
検
）

第
五
百
七
十
五
条
の
六
事
業
者
は
、
作
業
構
台
に
つ
い
て
は
、

と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
三
（
略
）

一
一
一
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
以
し
し
の
作
業
床
の
床
材
問
の
す
き
間
は
、

メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

回

高

さ
A

一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
業
床
の
端
で
、
墜
落
に
よ
り
労
働
者
に
危

険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
、
手
す
り
等
及
び
中
さ
ん
等
（
そ

れ
ぞ
れ
丈
夫
な
構
造
の
設
備
で
あ
っ
て
、
た
わ
み
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な

く
、
か
っ
、
著
し
い
損
傷
、
変
形
又
は
腐
食
が
な
い
も
の
に
限
る
。
｝
を

設
け
る
こ
と
。
司
司
斗
1
叶
判
叫
叶
司
け
升
汁
叶
討
対
寸
吋
司
川
司
社
司

叶
外
ゴ

d
刈
剖
司
什
同
瑚
叶
刻
叶
対
叶
叶
羽

4
4現
け
剛
吋
吋
叶
汁
叶
叫
叶

又
は
中
さ
ん
等
を
取
り
は
ず
す
場
合
に
お
い
て
、
初
絹
を
張
り
、
労
働
者

叶
対
卦
材
社
倒
刈
社
叶
引
叶
閣
湖
叶
斗
引
叶
倒
都
叫
司
附
叶
吋
刈
汁
引
叶

め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

次
に
定
め
る

コ
一
セ
ン
チ

（
新
設
）

二l
l
H
仙え

立
す
の
三
一

R
（
点
検

- 11 -



第
五
百
七
十
五
条
の
八
事
業
者
は
、
作
業
構
台
に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き

は
、
そ
の
日
の
作
業
を
隣
始
す
る
前
に
、
作
業
を
行
う
箇
所
に
設
け
た
手
す

り
等
及
び
中
桟
等
の
取
り
外
し
及
び
脱
落
の
有
無
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常

を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
若
し
く
は
中
震
以
上
の
地

震
又
は
作
業
構
台
の
組
立
て
、
一
部
解
体
若
し
く
は
変
更
の
後
に
お
い
て
、

作
業
構
台
に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
、
点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直

ιに
補
修
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
i
二
一
（
略
）

四
支
柱
、
は
り
、
筋
か
い
等
の
緊
結
部
、
接
続
部
及
び
取
付
部
の
緩
み
の

状
態

五
（
略
）

六
水
平
つ
な
ぎ
、
筋
か
い
等
の
補
強
材
の
取
付
状
態
及
び
取
り
外
し
の
有

鉦一

七
手
す
り
等
及
び
中
桟
等
の
取
り
外
し
及
び
脱
然
の
有
無

（略）

3 

（
足
場
に
つ
い
て
の
措
置
）

第
六
百
五
十
五
条
注
文
者
は
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、

誇
負
人
の
労
働
者
に
、
足
場
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
足
場
に
つ
い
て

次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
略
）

二
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
若
し
く
は
中
震
以
上
の
地
震
又
は
足

相
場
の
組
立
て
、
一
部
解
体
若
し
く
は
変
更
の
後
に
お
い
て
は
、
足
場
に
お

け
る
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
し
、
危
険
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
修
調
印
す
る
こ
と
。

イ
（
略
）

ロ
建
地
、
布
、
腕
木
等
の
際
結
部
、

態

接
続
部
及
び
取
付
部
の
緩
み
の
状

第
五
百
七
十
五
条
の
八
事
業
者
は
、
作
業
構
台
に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き

は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
作
業
を
行
う
筒
所
に
設
け
た
手
す

り
等
及
び
中
さ
ん
等
の
取
り
は
ず
し
及
び
脱
務
の
有
無
に
つ
い
て
点
検
し
、

具
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ο

2

事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
若
し
く
は
中
震
以
上
の
地

震
又
は
作
業
構
台
の
組
立
て
、
一
部
解
体
若
し
く
は
変
更
の
後
に
お
い
て
、

作
業
構
台
に
お
け
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
、
点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
1
一
一
一
（
略
）

四
支
柱
、
は
り
、
筋
か
い
等
の
緊
結
部
、
接
続
部
及
び
取
付
部
の
ゆ
る
み

の
状
態

五
（
略
）

六
水
平
つ
な
ぎ
、
筋
か
い
等
の
補
強
材
の
取
付
状
態
及
び
取
り
は
ず
し
の

有
無

七
手
す
り
等
及
び
中
さ
ん
等
の
取
り
は
ず
し
及
び
脱
落
の
有
無

（略）

日

（
足
場
に
つ
い
て
の
措
置
）

第
六
百
五
十
五
条
注
文
者
は
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、

請
負
人
の
労
働
者
に
、
足
場
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
足
場
に
つ
い
て

次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
略
）

一
一
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
恋
天
候
又
は
中
震
以
上
の
地
震
の
後
に
お
い

て
は
、
足
場
に
お
け
る
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
点

検
し
、
危
険
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
修
課
す
る
こ
と
の

イ
（
略
）

口
建
地
、
布
、
腕
木
等
の
緊
結
部
、
接
続
部
及
び
取
付
け
部
の
ゆ
る
刻

の
状
態

12 



エ二ノ、

11~ 
墜
i客
｜坊
止
設
備
。コ
取｜
り
外
し
及
び
脱
落
町〉

有
無

2 

ホ
幅
木
等
の
取
付
状
態
及
び
取
り
外
し
の
有
無

へ
1
チ
（
略
）

リ
突
り
よ
う
と
つ
り
索
と
の
取
付
部
の
状
態
及
び
つ
り
装
置
の
歯
止
め

の
機
能

（略）

（略）

（
作
業
構
台
に
つ
い
て
の
措
置
）

第
六
百
五
十
五
条
の
一
一
注
文
者
は
、
法
第
一
一
一
卜
一
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い

て
、
請
負
人
の
労
働
者
に
、
作
業
構
台
を
使
用
さ
ぜ
る
と
き
は
、
当
該
足
作

業
構
台
に
つ
い
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
略
）

二
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
若
し
く
は
中
震
以
上
の
地
震
又
は
作

業
構
台
の
組
立
て
、
一
部
解
体
若
し
く
は
変
更
の
後
に
お
い
て
は
、
作
業

構
台
に
お
け
る
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
し
、

危
険
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
修
理
す
る
こ
と
。

イ
ー
ハ
（
略
）

ニ
支
柱
、
は
り
、
筋
か
い
等
の
緊
結
部
、
接
続
部
及
び
取
付
部
の
緩
み

の
状
態

ホ
（
略
）

へ
水
平
つ
な
ぎ
、
前
聞
か
い
等
の
補
強
材
の
取
付
状
態
及
び
取
り
外
し
の

有
無

ト
手
す
り
等
及
び
叶
吋
司
刈
吋
叫
付
叶
及
び
脱
絡
の
有
無

（略）

（略）

2 

2 

ハ
（
略
）

ニ
第
五
百
六
十
三
条
第
一
項
第
二
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
設
僻
の

取
川
崎
汁
リ
及
び
脱
落
の
有
無

ホ
幅
木
等
の
取
付
状
態
及
び
吋
叶
吋
汁
リ
の
有
無

へ
l
チ
（
略
）

リ
突
り
よ
う
と
つ
り
索
と
の
吋
叶
叶
訓
の
状
態
及
び
つ
り
装
置
の
歯
止

め
の
機
能

（略）

（略）

（
作
業
構
台
に
つ
い
て
の
措
置
）

第
六
白
五
十
五
条
の
＋
一
注
文
者
は
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い

て
、
請
負
人
の
労
働
者
に
、
作
業
構
台
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
山
「
該
足
作

業
構
ム
ロ
に
つ
い
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
略
）

二
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
刈
叶
中
一
震
以
上
の
地
震
の
後
に
お
い

て
は
、
作
業
構
台
に
お
け
る
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
点
検
し
、
危
険
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
修
理
す
る
こ
と

2 

イ
ー
ハ
（
略
）

ニ
支
柱
、
は
り
、
筋
か
い
等
の
緊
結
部
、
接
続
部
及
び
取
付
部
の
ゆ
る

み
の
状
態

ホ
（
略
）

へ
水
平
つ
な
ぎ
、
筋
か
い
等
の
補
強
材
の
取
付
状
態
及
び
取
り
は
ず
し

の
十
有
畢
川

ト
手
す
り
等
及
び
叶
社
川
司
ぺ
吋
叶
叶
汁
斗
及
び
脱
溶
の
有
無

（略）

（略）
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I 労働安全衛生規則の一部を改正する省令の概要 I 
I 足場からの墜落防止対策の強化関係）その1 ； 

1 .趣

足場からの墜落・転落災害の防止については、平成21年6月に労働安全衛生規則（以下「安衛則」としづ。）を改正し、
足場等の墜落防止措置等の強化を図ってきた。その改正の際、施行後3年を目途に措置の効果を把握し、その結果
に基づき所要の措置を講ずることとされていたことから、 f足場からの墜落防止措置の効果検証・評価検討会jで検討
を行い、その検討結果（平成26年11月）を踏まえ、必要な改正を行うものである。

2. d同包 景 I

( 1 ）足場からの墜落災害発生状況の推移 I (2）安衛則に基づく墜落防止措置の実施状況

0 足場からの墜落災害は長期的には減少傾向で、あったが、

近年、増加傾向となっている。 0 安衛星ljに基づく墜落防止措置が実施されてい
O 死傷墜落転落災害における足場からの墜落災害の割合 なかったものが約9割を占める。
も、近年釜増加傾向となっている。

表足場からの墜落災害発生状況の推移 図安衛則に基づく墜落防止措置の実施状況
平成16年平成18年平成20年平成22年平成23年平成24年平成25年

建設業 22,809 22,386 19,280 16,143 16, 983 17,073 17,189 分析対象 1 204件」イ 組立解体時の最上層からの墜落308件

全体 (594) (508) (430) (365) (342) (367) (342) ' ・通常作業時等 :896件

うち、① 8,312 7,819 6,629 生担E 5,802 5,892 E鐙豆
墜落、転落 (260) (190) (172) (159) (154) (157) (160) 

、， 、，
うち、② 1,521 l】398 1,133 豆呈 847 853 鐙皇 安衛則に基づく措置 安倍則に基づく措置
足場から (47) (26) (31) (45) (25) (24) (31) 「有J:lillf't (8. 2%) 「無I.;1, 1 05件〔91.8~ 

②／① 18.3% 17.例b 17.1出 盟主盟 14.6弘 14.5叩 盟主主
割合（%） 18.1% 13. 7首 18.C% 28.3目 16.2品 15.3目 19.4百 、台 、v 、台 、v

※「労働者死傷病報告」に基づく休業4日以上の死傷災害
不安全行動等 不安全行動等 不安全行動等 不安全行動等
「有JE韮企 「無Jl_Ei企 「有J:TI旦企 「無jZ主Z注

）内は、「死亡災害報告」に基づく死亡災害 (7. 0%1 (1. 2%) (:H.4%) (60. 4%) 

※平成21年度刀も平成23年度の足場からの墜落災害（休業4S

以上の死傷災害）を分析したもの。



労働安全衛生規則の一部を改正する省令の概要 I 
（足場からの墜落防止対策の強化関係）その2・ .... ・1 

3 改正の概要

( 1 ）足場の組立て等の作業に係る業務の特別教育の追加

＜現行＞
足場の組立て等の作業に従事する

労働者に対する特別教育の義務はな
位。

(2）足場の作業床に係る墜落防止措置の充実

＜現行＞

＜改正後＞
足場の組立て等の作業に係る業務（地上又は堅固な床上での

補助業務を除く。）を特別教育の対象とする。

＜改正後＞

足場における高さ2m以上の作業場所に設けられ
足場における高さ2m以上の作業場所に設けられる生業

産宣重畳る作業床の婆件
①幅は40c『『l以上、
床材閣の隙間 成材間四

位皇旦且主 隊問3師以下
話よ

＋一一回＋

作業E革叩等歪
刊棚＞）.よ

~足場からの手すり等の墜落訪止設備につい
て、作業の性質上これらの設備を設けることが
著しく困難な場合や作業の必要上臨時にこれ
らの設備を取り外す場合において、三星金星
件を満たしたときは、これらの設備を設けない
ことや取り外すことができる。

①現行めに加え、床材と建地と
の臨聞は12cm未満とすること
を追加する。
※ 一定の場合には、床材と建地との

隙聞が12cm以上の箇所に紡網を張 旅材と空竺と：ぬ
る等の墜落防止措置で代替可能。 一一 一

②現行②の一定の婆件として、
当該箇所への関係労働者以外の者の立入りを禁止
することを追加する。

③作業の必要上臨時に墜落肪止設備を取り外したと
童は、当該作業が終了した後、直ちに取り外した設備
を元の状態に戻さなければならないことを追加する。

④盆亙豆盆については、架設通路及び作業構台につ
いても同様の措置を追加する。



じ～ 労働安全衛生規員l

（足場からの墜落肪止対策の強イl:;~
(3）足場の組立て等の作業に係る墜落防止措置の充実

＜現行＞
つり足場、張出し足場文は高きが5m以上

の構造の足場の組立て、解体又は変亘の
生豊について、事業者は、墜落防止措置
等（※）を講じなければならない。
※事業者が講じなければならない墜落防
止措置等
イ組立て等の時期等を作業に従事する

労働者に周知させること
口組立て等の作業を行う区域内の関係
労働者以外の労働者の立入りを禁止
すること

ハ悪天候のため、作業の実施について
危険が予想されるときは、作業を禁止
すること

ニ足場材の緊結等の作業にあっては、
幅20cm以上の足場板を設け、盟働賓

に安全帯安使用きせる等労働者の墜

落による危険を防止するための措置を
講ずること

ホ材料等を上げ、又はおろすときは、
つり網等を労働者に使用させること

＜改正後＞
①対象を高さ 2m以上の構造の足場まで拡大する。
②足場材の緊結等の作業を行うときは、次の措置を講ずるこ

ととする。
イ橿40cm以上の作業床多設けること。

※ただし、作業床を設けることが困難なときを除く。

＜現行＞ ＜改正後＞

足場板の幅 作業床の繕
2ocm以上←→ 』 40cm以上 a ・

誌盟盟翠f一一＂＂＂＂＂＇塁塁弱 腰覇襲撃弘 行、 ，勾

ロ安全帯取付け設備

等の設置及び安全帯
多使用させる措置を

董f盈主主。
※ただし、これらの措置

と同等以上の効果を
有する措置を講じた
ときを除く。

駐留 j闘園調 陸議

手すりわく

!rll,, ~ 

安全帯取付け設備の例



労働安全衛生規則の一部を改正する省令の概要 I 

（足場からの墜落防止対策の強化関係〉その4 . ・. . I 

(4）鋼管足場に係る規定の見直し

＜現行＞

規格に適合する鋼管足場
のうち単管足場について、 l鋼 l…
建地の最高部から測って｜管
31mを超える部分の建地 Ii
は鋼管を2本組左すること。｜組

1 の
伊j

最
高
部
か
ら
測
っ
て

幻

mま
で
の
部
分

ii 

自
軍
国
剖
が
ら
測
っ
対

叫
例
以
川
明
倒
剖
州

＜改正後＞
建地の下端に作用する設計荷重（足場の重量に相当

する荷重に、作業床の最大積載重量を加えた荷重をい
う。）が長大使用荷重（当該建地の破壊に至る荷重の2

分の1以下の荷重をしづ。）を超えないときは、鋼管
を2本組とすることを要しないものとする。

(5）注文者の点検義務の充実

＜現行＞
特定事業の仕事を自ら行う注文者が請負人の労

働者に足場文は作業構台を使用させる場合で
あって、強風等の悪天候、中重以上の地震の後に

おいては、足場又は作業構台における作業を開始

する前に、当該足場の状態等について車盤h危
険のおそれがあるときは、速やかに修理すること。

＜改正後＞
足場又は作業構台の組立て、一部解体文は変更の後

巨藍色主長L 足場又は作業構台における作業を開始す
る前に、当該足場の状態等について点検し、危険のお
それがあるときは、速やかに修理することとする。



に二三一一施白血遇措置己し~~二二λ二二コ
1施行日

平成27年7月1日

2 経過措置

( 1 ）特別教育に関する経過措置

改正省令の施行（平成27年7月1日）の際現に「足場の組立て等の作業に係

る業務（地上又は堅固な床上での補助業務を除く。）」に従事している※1者につ

いては、平成29年6月30日までの聞は、当該業務に関する特別の教育を行うこ

とを要しない。

※1 f現に従事している」とは、当該業務に就いていることをいい、施行日時点に、建設工事の現
場等において、現に当該業務を行っていることまでを求める趣旨ではない

(2）足場の作業床に関する経過措置

はり聞方向における建地の内法幅が64cm未満の足場の作業床であって、床

材と腕木との緊結部が特定の位置に固定される構造のものについては、改正

省令の施行（平成27年7月1日）の際現に存する鋼管足場用の部材が用いられ

ている場合※2に限り、第563条第1項第2号J＼「床材と建地との隙間は、 12cm未

満とすること」の規定は、適用しないね。

※2 床材及び腕木の商方に現に存する鋼管足場用の部材が用いられている場合。

※3 足場の一部の作業床が本経過措置に該当する場合は、当該作業床に限り第563条第1項第
2号ハを適用しない。



前回〈平成21年6月）め足場からの墜落防止措置等の強化の概要（参考）

一
前
一

一
正
一

置一一問一
一一一剛一

防
一
…

落：
i
l
i－
－

墜1. 
②実施することが望ましい

「より安全な措置」
①前回改正後の墜落防止措置

一
加
一

↑
追
一

一の一
－

」

－

ー

一
木
「
ー
峰
、

U

－
一
一
、

i

一
円
、
み

高さ85:m以上
！こUp 

時
高さ35～5:::Jcm
の位置に中さん

高さ75cm以上
の手すり

一割一
一の↑

一ん一
一さ

1

一
上
＼

交さ筋かい

わ
く
組
足
場
の
例

； 
3. 事業者による足場の点検

－つり足場を除き作業開始前の点樽義務なじ

・悪天候、地震又は足場の組立て等の後の点
検義務

高さ15～40cm
の位置に下さん

2. 飛来物防止措置
足湯における明示

望星主主

・足場の組立て等の後の点検は、
一定の知識・経験者至有する者が

実施

・作業関輪前の点険を議務化

・悪天候、地震又は足場の組立て等の
後の虫塗結果の記録・保存を義務化


